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第一章 序論  
 




























































者が「奥さま」、未婚者は「OL」 (既婚でも女性の会社員は OL と呼ばれる















































1.2 「差別語」の曖昧さ  











































性 (侮辱の意志 )の問題であって、言葉の問題ではありません。 (p.40) 
 


















































































       S1 S3 S2 
 
図  1.1 「差別語」と「差別表現」の関係  
 
 図 1.1 で示したように、「差別語」と「差別表現」は異なる部分と重なる部分
がある。そして、S1 の部分は「差別表現」に含まれない「差別語」の用法であ
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を さ す と き に 差 別 的 響 き を 持 っ て 使 用 さ れ よ う に な り ま し た 。
(pp.194-195) 
 








































































































また、川元 (1995)は、「禁句集」を克服するための 4 つのテーマを挙げている。  
 
① 差別とは何かを議論し共通認識をもつ。  
② 予断と偏見の克服。表現の的確化。  
③ 呼称の自己決定。  



















けたい」または「絶対言わない」と答えた人が 88.5%に達している。  
しかし、少し古い新聞記事を調べてみると、1966 年 3 月 15 日付の『朝日新



















































































































































































—する (他サ )〈だれヲ―する〉(社会的な偏見に基づいて )弱い立場にある (何
らかの不利な条件を負っている )人に対して、不当に低い待遇を強いたり侮
蔑的な扱いをしたりすること。障碍者を―することは許されないことだ /













①ある基準にもとづいて、(差をつけて )区別すること。「―なく  あつかう」
②偏見 (ヘンケン )や不当な基準などをもとに、特定の人に対して不利益・








































































































2.2.2 『日本国語大辞典』の記述  
『日本国語大辞典』は、1974 年に初版が、2001 年に第二版が出版されてい
る。『日本国語大辞典』は「上代語から現代語まで、方言からハイテク用語まで、







表  2.2  『日本国語大辞典』における「差別」と「差別語」の記述  






























































2.2.3 『大辞泉』の記述  




表  2.3  『大辞泉』における「差別」と「差別語」の記述  






























































2.2.4 『集英社国語辞典』の記述  
『集英社国語辞典』でも、下記の表に示すように、初版 (1993)に「差別語」






















2.3 まとめ  
以上見てきたように、『広辞苑』では、「差をつけて取りあつかうこと。わけ









































































What are the criteria for deciding whether to put new words and new 
senses in a dictionary? 
 31 
The number of citations for a word or sense collected over a period of 








































3.1 差別語の定義に関する研究  
差別語について考察している先行研究については、差別語に内在する差別的
意味合いと差別を助長する機能に着目するものが多い。以下、この 2 つの面に
注目して 1960 年代頃からの先行研究に見られる差別語の定義を考察する。  



















































































さらに、「差別する呼称がないところに差別はない」  (p.37)と指摘している。  







































































































1 社会規範から見て、合理的な理由なく  
2 個人あるいは集団がもつ生得的属性の差異を根拠として  










1 マスコミの放送・出版物・教科書・公文書の中で使われるとき  
2 政治家・裁判官・官僚・警察官・教員などが公的な場で発するとき  
3 講演・講義など公の場で不特定の多数に話すとき  
















小林はまた、差別語の特徴を次の 3 点にまとめている。  
 






















































































































































































基準について、田宮 (1993)は部落差別を例に、次のように述べている。  
 











































































3.5 差別語の時代的変遷に関する研究  
差別語に関する研究の中で、時代順に差別語に関する糾弾事例などを分析す












































































In general, the consequences of prototype theory may be formulated as 
follows. In the first place, the fact that certain conceptual 
characteristics are more salient than others, and the fact that this 
preponderance is a question of gradation along a continuous scale, 
proves that an internal division of a lexical concept in an encyclopedic 
and a semantic part is fundamentally wrong. In the second place, an 
adequate description of the prototypical conceptual organization of 
categories in natural language entails the rejection of definitional 
techniques in terms of necessary and sufficient features, and the 
adoption of an encyclopedically, prototypically orientated form of 
description. … Likewise, prototype theory observes that the nuances of 
 51 
a concept are connected by several kinds of encyclopedic similarity, 
without there being a single semantist definition unambiguously 
covering all thoses cases. The nuances having the most features in 
common with the other applications of the concept occupy a central 























①発話行為 (locutionary act): 使用されたことばの中に差別表現がある場
合  
②発話内行為 (illocutionary act): 発話者の意図に差別の意識が潜んでい
 52 
る場合  
③発話媒体行為 (perlocutionary act): 受け手によって差別が感じとられる
場合 (p.18) 
 




















































































































             語彙的特徴  
             
差別語事例のプロトタイプ          使用する側の差別の意志  
              文脈的特徴   
                        受け取る側の不快感  
 
図  4.1 差別語事例のプロトタイプ的特徴  
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を回避するため言い換えがなされているという疑いの声も多い (鈴木 1975, 成








































5.1 『記者ハンドブック』について  
共同通信社『記者ハンドブック』は 1956 年に初版が発行され、その後 10 回











第 4 版 (1981) 
第 5 版 (1985) 
第 6 版 (1990) 
第 7 版 (1994) 
第 8 版 (1997) 
第 9 版 (2001) 
第 10 版 (2005) 
第 11 版 (2008) 









5.2 『記者ハンドブック』における差別語に関する記述の変遷  







の 8 番目の項目として説明されるようになった。第 4 版 (1981)では、「表記の
基準」の中に、「禁止語・不快用語」という項目が設けられた。第 5 版 (1985)
と第 6 版 (1990)では、「差別語・不快用語」という項目が「表記の基準」の中の




















別観念を表わす語は使わない。」 (p.8)と説明しているだけである。  
  
女工  →  女子工員、女子従業員  
BG →  女子従業員  
人夫  →  労務者、作業員  
ニコヨン  →  失対労務者  
土方、土工  →  建設労務者、土建労務者、労務者、作業員  
馬丁  →  馬手  
バー女給  →  バー従業員、バーホステス  
漁夫  →  漁民、漁船員  
床屋  →  理髪店  
運ちゃん  →  運転手  
バタ屋  →  廃品回収業  
百姓、農夫  →  農民、農業  
女中  →  家事手伝い、お手伝いさん、 (家事 )ホステス  
黒んぼ  →  黒人  
支那人  →  中国人  
鮮人  →  韓国人、朝鮮人  
沖縄島民  →  沖縄住民  
 








5.2.3 改訂新版 (1973) 
1973 年の改訂新版では、改訂増補版にある差別語不使用の冒頭の説明文の内
容に、「ただし、明らかに差別観念を表さない場合は使ってよい」 (p.292)との
説明が加えられている。この説明は、1964 年の改訂増補版から 1973 年の改訂
新版が出版されるまでのおよそ 10 年の間に、差別語の規制が「言葉狩り」と
批判されたことへの対応であった。  









5.2.4 第 4 版 (1981) 










   
おし  →  口のきけない人、言葉の不自由な人  
つんぼ  →  耳の聴こえない人、耳の不自由な人  
めくら  →  目の見えない人、目の不自由な人  
 69 
不具  →  身体障害 (者 )、体の不自由な人、心身障害 (者 ) 
気違い  →  精神障害者  
ちんば、びっこ  →  足の不自由な人、 (履物の )左右がふぞろい  




以上述べたように、1981 年の第 4 版の改訂において、「身体」に関する差別
語が増加されたのが最も著しい変化である。また、差別語を「禁止語」とする
記述はこの第 4 版だけであり、その前後の版にはない。  
 
5.2.5 第 5 版 (1985) 
























ナスの連想的意味が見られる (佐竹 ,  2000)ことから、法律の条文で言い換えら
れた言葉は、ほとんど障害者に関わる言葉であった。  






どもり  →  言語障害のある人  
つんぼ桟敷  →  事情を知らされない、局外に置かれる  
めくら判  →  確かめもしないで判を押す  
ライ病  →  ハンセン病  
片目があいた  →  やっと一勝、ダルマに目を書き入れた  
 




 「職業 (職種など )」に関する差別語は、以下のものが新たに追加された。  
   
と (屠 )殺場  →  と畜場、食肉処理場、 (○○と場 )など  
飯場  →  (建設 )労働者宿舎  
掃除夫 (婦 ) →  清掃作業員、清掃従業員  
炭鉱夫  →  炭鉱労働 (労務 )者  
 71 
踏切番  →  踏切警手、踏切保安係  
線路工夫  →  保線 (係 )員  
町医者  →  開業医  
どさ回り  →  地方巡業  
坊主  →  僧りょ、坊さん  
犬取り、犬殺し  →  衛生作業員、野犬捕獲員 (法律上は狂犬病予防員 ) 
 
 また、「身分など」と「人種、民族、地域」の 2 つのジャンルおよびそこに
挙げられる差別語は、全て第 5 版から取り上げられたものである。詳しくは以
下の通りである。  
   
▽身分など  
 特殊部落  →  被差別地区、被差別部落、同和地区  






→  愛人  
出戻り  →  離婚して実家に戻って  
▽人種、民族、地域など  
黒人兵  →  米兵 (人種問題で在日米兵の黒人と白人がけんかした
ときなどのように、黒人と明記する必要のある場合以
外には、わざわざ黒人とする必要はない ) 
土人  →  現地人、原住民  





後進国、未開国  →  発展途上国 (必要に応じ途上国、開発途上国としてもよ
い ) 
第三国 (人 ) →  例えば日米交渉で両国以外の国という意味で使う「第
三国」はよいが、戦争中に使われたような朝鮮人、中







他に、第 3 版にあった「百姓、農夫」は第 4 版で「百姓」になったのが、第 5
版ではまた「百姓、農夫」に戻り、そして使い方について「談話などで本人が
『百姓』と意識的に使うケースはその通り引用し、なぜそのような表現をする







5.2.6 第 6 版 (1990) 
 1990 年の第 6 版は第 5 版と同じ記述であり、言い換えられる語に少し変化
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人夫  →  労働者、作業員  
土方、土工  →  建設労働者、建設作業員  
馬丁  →  きゅう務員  
 




5.2.7 第 7 版 (1994) 





言い換えの変化について、追加された差別語は以下の 3 つである。  
  
白ろう病  →  振動病  





潜水夫  →  潜水作業員  
 
 一方、削除された語には、「どもり」と「アイヌ犬」がある。また、「と (屠 )




5.2.8 第 8 版 (1997) 







どもり  →  言語に障害のある人  
文盲  →  読み書きができない人、非識字者  
文盲率  →  非識字率  
色盲  →  色覚異常、色弱 (者 ) 
ヨイヨイ  →  中風、半身不随  
植物人間  →  植物状態の人・患者  
知恵遅れ  →  知的障害、知的発達の遅れた人  
 
 なお、「職業 (職種など )」についての差別語は以下のものが追加された。  
  
農婦  →  農家の女性、農村女性  
沖仲仕  →  港湾労働者  
小使い・用務員  →  校務員、校務主事  
あんま  →  マッサージ師  
バタ屋  →  廃品回収業 (者 ) 
労務者  →  ○○作業員  
浮浪者  →  ホームレス (路上生活者 ) 
浮浪児  →  路上生活の子供  
 
「人種、民族、地域など」については以下の語が加えられた。  
   
外人  →  外国人〔「外国人墓地」「外国人部隊」も〕  
 75 
ジプシー  →  比ゆ的には使わない。  
裏日本・表日本  →  日本海側・太平洋側  
京城  →  ソウル〔注〕出身校を表記する場合は「旧京城師範卒」
とし、出身地の場合は「ソウル生まれ」とする。  
 
 また、新設された「性差別」のジャンルでは、以下の内容が書かれている。  
  
女流  →  固有名詞以外は使わない  







5.2.9 第 9 版 (2001) 
2001 年の『記者ハンドブック』第 9 版における差別語・不快語の言い換えに





























廃疾・業病・不治の病  →  使用不適切「難病」も厚生労働省指定難病
(特定疾患 )以外は使わない。  
奇形児  →  肢体の不自由な子ども  
蒙古症  →  ダウン症候群  
精神薄弱・精薄  →  知的障害、精神遅滞  
白痴 (はくち ) →  知的障害  
芸人  →  芸能人 (右の〔注〕に同じ ) 
バーテン  →  バーテンダー  
サラ金  →  消費者金融  
レントゲン技師  →  診療放射線技師、エックス線技師  
隠坊 (おんぼう ) →  火葬場職員  





釣り書き (吊書 ) →  使用不適切。「生い立ちの記」「自己紹介
書」などに。  
裸族、首狩り族、蛮族  →  正式の民族名を表記する。  
酋長  →  首長、集落の長  
黒んぼ、ニグロ、  
ニガー  
→  黒人  
毛唐  →  外国人、○○○人  
外人墓地  →  外国人墓地  
朝鮮征伐  →  朝鮮出兵  
帰化  →  なるべく「国籍取得」にする  
〔注〕国籍法に基づく「帰化 (申請・手続き )」や米移民帰化局 (INS)関係
などでは「帰化」を使う。  
帰化人  →  渡来人  
〔注〕「帰化」は朝廷の支配下に入ることを意味するので古来、中国、朝
鮮から日本に渡ってきた人を教科書も「渡来人」としている。  
支那そば  →  中華そば  
支那竹  →  メンマ  
エスキモー  →  イヌイット  
[注 ]アラスカ先住民には「ユピック」「ユック」などの呼称がある。「エ
スキモー犬」は別。  
ラップ人  →  サーミ人  
ブッシュマン  →  サン人など  
ピグミー族  →  ムブティ人、トワ人 (－系、－民族 ) 
ホッテントット族  →  コイ人（－系、－民族 ) 
インディアン  →  使用可  
［注］「インディアンうそつかない」など比ゆ的な表現は避ける。  
アパッチ族、スー族  →  アパッチ系、スー系 (インディアン ) 
インディオ  →  使用可  
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カレン族、クメール族  →  カレン人 (民族 )、クメール (民族 ) 
クルド族  →  クルド人  
ツチ族、フツ族  →  ツチ人 (民族 )、フツ人 (民族 ) 
マオリ族  →  マオリ人  
マサイ族  →  マサイ人  
漢族  →  漢民族  
チベット族  →  チベット民族  
婦警・婦人警官  →  女性警官  
未亡人・後家  →  故○○氏 (さん )の妻、「○○夫人」「○○さ
ん」と具体的に書くよう心掛ける。  
婦女子  →  女性と子供・子ども  
入籍  →  男女とも初婚の場合は、新しい戸籍を作る
ので「入籍」とはしない。養子縁組などは
別。  
内縁の妻・内妻  →  使用を避ける。「同居の○○○さん」など
に。  
連れ子  →  使用を避ける。「○○○○さんの長男」な
どに。  
登校拒否児  →  不登校の児童・生徒  
特殊学級  →  養護学級、養護・訓練学級  
〔注〕行政用語では特殊教育、特殊学級を使用しているが、一般記事では
なるべく養護学級などに言い換える。  
教護院  →  児童自立支援施設  
孤児園  →  児童養護施設  
父兄会  →  保護者会  
片親、欠損家庭  →  使用不適切。公機関では「母子家庭、父子
家庭」を使用。  




































 また、第 8 版で言い換えられるようになった語も、第 9 版では新たな説明が
なされたり、言い換えのなされ方が変化したりするようになった。以下では、
第 8 版と比較して表で示したい。  
 
表  5.1 『記者ハンドブック』第 9 版にて改訂された差別語の言い換え  
言い換えられた差
別語  

























どもり  言語に障害のある人  発音が不自由な人・状態  
色盲・色覚異常 (第 8
版では「色盲」 ) 
色覚異常、色弱 (者 ) 色覚障害  





た子 (人 ) 
植物人間  植物状態の人・患者  




女工  女性工員、女性従業員  女子従業員  
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人夫  労働者、作業員  作業員  
土方、土工  建設労働者、建設作業員  建設作業員  
炭鉱夫、坑夫 (第 8
版は「炭鉱夫」 ) 
炭鉱労働者  炭鉱作業員、坑内員  
沖仲仕  港湾労働者  港湾作業員・労働者  
馬丁  きゅう務員  
きゅう務員、馬取扱人 [競
馬 ] 











床屋  理髪業 (店 ) 理髪業・店、理容師  
女中  お手伝い、家事手伝い  お手伝いさん  
坊主  僧りょ、坊さん  僧、僧りょ、坊さん  
バタ屋、くず屋 (第 8
版は「バタ屋」 ) 


































































































5.2.10 第 10 版 (2005) 











表  5.2 『  記者ハンドブック』第 10 版にて改訂された差別語の言い換え  
言い換えられ
た差別語  
言い換え (第 9 版 ) 言い換え (第 10 版 ) 
土方、土工  建設作業員  建設労働者・作業員  
馬丁  きゅう務員、馬取扱人 [競馬 ] 
厩務 (きゅうむ )員、馬取扱人 [馬
術 ] 
掃除婦 (夫 ) 清掃作業員、清掃従業員  清掃作業員、従業員  
産婆  助産婦  助産師  
あんま  マッサージ師  マッサージ師・業  
バタ屋、くず屋  廃品回収業  再生資源回収業  
ツチ族、フツ族  ツチ人 (民族 )、フツ人 (民族 ) ツチ人、ツチ、フツ人、フツ  
マオリ族  マオリ人  マオリ人、マオリ  



































5.2.11 第 11 版 (2008) 
 2008 年の第 11 版における改訂では、差別語についての説明は変わらなかっ
















 以上、第 10 版に比べ、第 11 版の差別語に関する内容に関して個別の項目に
若干の変化が見られるが、大きくは変わっていない。  
 
5.2.12 第 12 版 (2010) 


















①  差別語が作られる。 (そのことは②項と一致する ) 





















示しており、1973 年の改訂新版と 1981 年の第 4 版の記述の間の揺れの背景に












考える』ことが肝要である」 (p.82)という言い換えへの態度を示している。  
また、差別語のジャンルについて、1981 年に出版された第 4 版までは分類が
なかったが、1985 年の第 5 版から 1994 年の第 7 版までは「心身障害、病気」、
「職業 (職種 )」、「身分など」、「人種、民族、地域など」に分類されている。そ
して 1997 年の第 8 版ではさらに「性差別」が追加された。また、2001 年の第






著しい増加が見られるのは、1985 年の第 5 版、1997 年の第 8 版と 2001 年の


















1981 年の第 4 版までは 20 語前後の差別語が挙げられ、1973 年の改訂新版に
数の減少もあるが全体的に変化が緩やかである。次に、1985 年の第 5 版に、言
い換えの数に明らかな増加が見られ、また差別語をジャンルに分けて紹介する
のも第 5 版からであった。このような差別語言い換えの数と分類は 1994 年の
第 7 版までは大きな変化はなかった。次の 1997 年の第 8 版では、20 語以上の
差別語が新たに加え、差別語のジャンルも「心身の障害、病気」、「職業 (職種 )
など」、「身分など」、「人種、民族、地域など」のほかに「性差別」が加えられ
た。そして、2001 年の第 9 版では更なる改訂が行われ、言い換えられた差別語





















































表  5.3 「 (バー )女給」の言い換えの変遷  
改訂増補版 (1964) 
改訂新版 (1973) 
第 4 版 (1981) 
 
バー女給  →   バー従業員、バーホステス  
第 5 版 (1985) 
第 6 版 (1990) 
第 7 版 (1994) 
第 8 版 (1997) 
女給  →   (バー )従業員、ホステス、ウエートレス  
第 9 版 (2001) 
第 10 版 (2005) 
第 11 版 (2008) 
第 12 版 (2010) 
女給  →   ウエートレス、 (バー )従業員、ホステス  
 
この表から分かるように、改訂増補版から第 4 版まで「バー女給」の言い換
えは「バー従業員、バーホステス」となっていたが、第 5 版から第 8 版では言
い換えられるべき差別語そのものが「バー女給」から「女給」になり、また「バ
ーホステス」が「ホステス」となった。さらに「ウエートレス」という語が新



















つぎに「馬丁」という言葉の言い換えの変遷を表 5.4 に示す。  
 
表  5.4 「馬丁」の言い換えの変遷  
改訂増補版 (1964) 
改訂新版 (1973) 
第 4 版 (1981) 
馬手   
第 5 版 (1985) 馬手、きゅう務員  
第 6 版 (1990) 
第 7 版 (1994) 
第 8 版 (1997) 
きゅう務員  
第 9 版 (2001) きゅう務員、馬取扱人 [競馬 ] 
第 10 版 (2005) 
第 11 版 (2008) 
第 12 版 (2010) 
厩務 (きゅうむ )員、馬取扱人 [馬術 ] 
 
 表 5.4 に示したとおり、「馬丁」という語は、「馬手」から、「きゅう務員」、







































































ない言い換えの方法も変化する場合が多い。特に表 5.1 や表 5.2 で示した通り、
第 9 版と第 10 版の改版において言い換えの方法の変化が多くなっている。ま




































 少なくとも差別語 (差別表現 )の使用者に対する被差別者側の異議申し立
てには一貫して、差別の被害者としての当事者としての当事者性に象徴さ













































































































サンケイ新聞は 74 年暮れに差別問題を扱った連載記事を掲載した。 (山






















































































































































































































































































鮮・韓国人」へ改め、巻末で謝罪文を掲載。 (堀田 , 2008, p.201) 
 
「半島人」というのも、韓国併合による植民地支配の中で生み出された言葉
である (小林 ,2011,p.183)。支配・被支配 (差別・被差別 )という関係のなかで、
日本人が優越感をこめて「鮮人」「半島人」という呼称を使い、その積み重ねを





二〇〇五年三月二十九日、KMJ[Korean Residents Minority 
Human-rights Research Center of Japan]はライブドアが運営するホーム
ページ「 livedoor」の「世界の天気」のコンテンツ内に「大韓民国  プサ




































































ることが多い (上野・メディアの中の性差別を考える会 ,1996; 井出 ,1998; 井




について、以下の 9 種類に分けている。  
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盗、女性暴走族まで女印の数は、男印の 7 倍になる (田中和子・諸橋泰樹、
1994)。これは、「人間＝男たちの集団」という発想で、女印によってその
職業の女性たちを周辺的集団と見ていることになる。  
2. 世帯主中心の表記  未亡人、主婦、夫人、A さんの妻 B 子さん、○○さ
ん方  
3. 男女不均衡な呼称  A 子さんと B 子さん、男『氏』女『さん』、女史、
真紀子長官  
4. 女性を表す呼び名  女性を若さ、外見、婚姻と結びつけて細分化し、レ
ッテル貼りをする。OL、乙女、看板娘、法曹レディ、行政ウーマン、キャ
リアレディ、スッチー、マドンナ議員、美女・美人  
5. 結婚・家族に結びつけた呼び名  主婦、主婦作家、主婦スタッフ、奥様、
花嫁、嫁  
6. 女といえば母に結びつけた呼び名  ママさんゴルファー  
7. 女と年齢を結びつけた呼び名  老婦人、老女、おばさん、おばあちゃん  
8. 女を排除する呼称  女も男も表しているのだが、名称の字面からは、男
しか見えないもの。青少年、サラリーマン、英雄、オンブズマン  








(3)ダブルスタンダード評価にもとづく表現  (pp.39-46) 
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護をすることをやめて」 (『能力開発』一七三頁 )というものです。  























他に、「特殊部落」の使用が原因で糾弾された事例として、 1973 年 4 月日本
テレビの『ドキュメント 73』の、「この若き官僚たち」での外務省官僚の発言、









4 月 19 日の糾弾会では、会社や司会の岡本愛彦氏らが謝罪、後日、『ド
キュメント 73』のワク (73 年 12 月 9 日 )で、解同が“結婚差別”と主張し
ていた住吉結婚問題を採り上げた「あるたたかいの記録」を放送した。  
これについては、部落解放正常化連から「住吉問題はデマに基づいてい
る」と抗議を受けた。 (山中 ,1992, p.291) 
 







73 年 12 月 25 日の『3 時のあなた』では研修を受けた玉置氏が、涙なが
らにお詫びと自己批判を行い、世間から注目された。後日、フジ系列では
二本の解同向け番組が制作された。 (山中 ,1992, p.292) 
  





























































































































して終わった。 (高木 ,1988,pp.38-39) 
 




















る (堀田 ,2008)。その例として以下のものが挙げられる。  
 
その 1: 毎日放送ラジオ『ヤングタウン』で、笑福亭鶴光が「士農工商ア
ナウンサー」と発言、同和教育関係者から抗議された。 (山中 ,1992, p.304) 
 
その 2: 小学館の漫画雑誌『ビッグコミック・スピリッツ』 (82・4・15 号 )
で「士農工商予備校生」の表現がみつかり、解同から抗議された。  (山
中 ,1992, p.306) 
 
その 3: フジテレビのドラマ『金曜劇場―冬化粧の女たち』で「士農工商
代理店」のセリフがあり、解同から糾弾された。  (山中 ,1992, p.308) 
 
その 4: 東京新聞の連載『この道』 (阿久悠 )で「士農工商代理店」とあり、









と書き、部落解放同盟の抗議を受けた。 (高木 ,1988, p.48) 
 
その 6: 八三年、毎日新聞発行の文庫本「日本人って何だ」の中に  
「士・農・工・商・旅行業者」  
と、団体セックス・ツアーを斡旋する旅行代理店を記述した個所があり、









































摘。文化庁が回収。 (堀田 ,2008,p.113) 
 



























① たくさんの盲人。  











(6 月 25 日 )、『右門捕物帖』 (6 月 26 日 )、『NET モーニングショー』 (7 月
16、22、29 日 )などがたて続けに「きちがい」の表現で大家連から抗議を














































































































6.3 「差別表現」に対する批判と議論  
6.3.1 「部落差別表現」に対する糾弾と批判  
まず、部落差別に関する「差別表現」の問題について、例えば差別の存在を




ん」と発言をして、解同から厳しく糾弾された。 (山中 ,1992, pp.303−304) 
 











































































「差別的である」と和歌山県盲人協会から抗議された結果、75 年 6 月中下
旬に予定されていた和歌山県下の公演が中止に追い込まれた。 (山中 ,1992, 
p.297) 
 





 秋田書店と手塚氏は、77 年 2 月 10 日有力新聞五紙に謝罪広告を載せた。









「洗う会」のアピールが新聞報道 (11 月 27 日 )された後、名古屋市教委は
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一一の市立図書館で、当分の間閲覧中止を指示した。  
アメリカの週刊誌『タイム』は、77 年 1 月 10 日号「そぐわない鼻」で、
この問題を批判した。 (山中 , 1988, p.301) 
 
その 4: フジテレビは、77 年 10 月 1 日から六回にわたりドラマシリーズ
『砂の器』(松本清張原作･宮崎恭子脚本 )を放送したが、全国ハンセン氏病
患者協議会 (全患協 )からの抗議申し入れにより、主人公の父親の病名を「ラ
イ病」 (ハンセン氏病 )から「精神病」に変えてしまった。  
松竹映画『砂の器』 (脚本橋本忍、74 年 10 月 19 日公開 )の場合は、全患
協と松竹・橋本氏が話し合い、「ハンセン氏病は今では医学の進歩により完
全に回復している」という字幕をいれることなどで折り合いがついた。(山



































































































九七四年には日本へも批判の波が押し寄せていたのである。 (堀田 , 2008, 
p.185) 
 




強く指摘された。 (小林 ,2011,p.202) 
 





される。 (小林 ,2011,pp.202-203) 
 
その 4: 1988 年、当時の自民党渡辺美智雄政調会長が、「日本人はまじめに
金をかえすが、アメリカには黒人やヒスパニックなんかがいて、破産して
も、明日から金かえさなくてもいい、アッケラカンのカーだ」と発言し、










































すると発表、謝罪した。 (堀田 ,2008,pp.178-179) 
 

















その 2: 二〇〇五年一月二十七日付『日刊ゲンダイ』紙面で、W 杯予選日



































































『皆』というのは訂正したい」と訂正した。 (堀田 , 2008,pp.222-223) 
 













私を含む日本人三人。 (朝日新聞 一九九六・一一・一三 ) 
 この文章ではフランス人だけが「フランス人女性」とされている。性別
表示のない他の「○○人」は男というわけである。  

























す。 (週刊朝日  一九九六・四・一二 ) 
～男の子はヒーローと一緒に怖いのを我慢して戦い、強くなっていく


















































































































































































































































































































































「めくら暦  おんな子どもにも分かるように作られた暦」  
とあった。  

































 しかし、自分を卑下しているだけかどうか。  
 これは「士農工商穢多非人」を借りて使っているのですから、部落の人
たちを貶めていることになります。これは第一級の差別表現です。  
 「機械に苦手な女性も楽々扱える」という表現。  

















田 (2006)は、以下のように分類している。  
 
①差別語を使った差別表現  





例 )『めくら自慢  耳は目ほどにものを見る』 (長谷川きよし  立風書房 ) 
④差別語を使っているが、使い方を間違えているもの  
例 )「特殊部落の師弟の教育に関する分科会は非常に活発でよかった。それ






































木 ,1999,p.304)。  
 その後、差別語の使用に対する糾弾が行われてきたが、1969 年になって、「同
和対策事業特別措置法」 (同対法 )が制定され、部落解放同盟の差別糾弾闘争が













































































 だが、問題は二つある。  
 一つは、「必要な場合」とは、解同にとって必要か、もしくは解同の見解
に沿った内容の場合であって、それ以外は認めないということである。  















































































ることができない」 (p.21)と述べている。  
また、中岡 (2004)では、「差別用語」問題には、三つの立場が錯綜していると
指摘し、そして、それぞれの立場によって、中心となる論理が異なっていると
いう (p.164)。  
 
a 人権の論理 (被差別者 ) 
b 表現の論理 (表現者 ) 



























用 語 に つ い て 』 を 作 成 し 、 加 盟 民 放 各 社 へ 配 布 し た 。 ま た


































































民放経営者の集りである日本民間放送連盟 (民放連 )は 73 年 9 月 19 日、
「差別用語と糾弾例」という民放連放送基準室がまとめた文書を加盟各社
へ配布した。6 月 12 日にとりあえず第一報を流して“警報”を与え、補足































































































































の前に『人権』がある」 (p.97)ということを指摘している。  
例えば、障害者への差別問題について、今世紀に入って大きな発展が見られ
た。小林 (2011)によると、1980 年の世界保健機関 (WHO)の国際障害者分類では、
「機能障害」、「能力低下」、そして「社会的不利」の 3 つに分けて障害を規定
していたが、2001 年の「国際障害者分類第 2 版」では、従来の「機能障害」を
「機能構造 /機能・構造の変調」、「能力低下」を「活動 /活動制限」、「社会的不
利」を「参加 /参加制限」と区分し直し、「障害」や「低下」「不利」といった否









な結果が出ている (リンク日：2016 年 3 月 22 日 )。  
 
 




図  6.2 「差別用語」の検索結果  
 
 





















































































































































































 社会的マジョリティー  ―  社会的マイノリティー  
一般地域出身者     ―  部落出身者  
健全者        ―  障害者  
日本人        ―  在日外国人  
男性         ―  女性  
異性愛者       ―  同性愛者  








年の第 5 版からは「心身障害、病気」、「職業 (職種 )」、「身分など」、「人種、民
族、地域など」に分類されるようになり、さらに 1997 年の第 8 版には「性差
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